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は
じ
め
に

　『
近
代
日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』（
以
下
、
本
書
と
称
す

る
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
八
編
の
論
文
の
う
ち
、
題
名
に
「
正
史
」

を
含
む
第
一
章
「
修
史
局
に
お
け
る
正
史
編
纂
構
想
の
形
成
過
程
」

（
松
沢
裕
作
）
を
は
じ
め
と
し
て
、「
正
史
」
と
い
う
語
は
四
編
の
論

文
（
松
沢
論
文
及
び
第
二
章
「
明
治
期
の
史
料
採
訪
と
古
文
書
学
の

成
立
」（
佐
藤
雄
基
）、
第
四
章
「
一
八
九
〇
年
代
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

史
学
―
―
自
立
化
へ
の
模
索
」（
廣
木
尚
）、
第
六
章
「『
社
稷
』
の

日
本
史
―
―
権
藤
成
卿
と
〈
偽
史
〉
の
政
治
学
」（
河
野
有
理
））
に

登
場
す
る
。「
正
史
」
は
、
近
代
日
本
の
修
史
事
業
に
お
け
る
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
り
、そ
こ
に
は
日
本
古
代
の
六
国
史
を
「
正
史
」

と
性
格
づ
け
た
上
で
（
１
）

、
そ
れ
を
継
ぐ
歴
史
を
編
纂
す
る
と
い
う
構
想

が
存
在
し
た
。
こ
の
「
正
史
」
と
い
う
語
の
背
景
は
、
日
本
史
の
範

囲
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
中
国
に
お
け
る
「
正
史
」
著
述
・
編

纂
の
長
い
歴
史
も
ま
た
近
代
日
本
の
歴
史
編
纂
者
た
ち
に
よ
っ
て
意

識
さ
れ
て
い
た
。
さ
て
、
中
国
に
お
け
る
「
正
史
」
の
歴
史
を
た
ど

る
と
き
、「
正
史
」
の
語
義
は
複
雑
な
転
変
過
程
を
経
て
い
る
こ
と
、

そ
の
確
定
は
一
八
世
紀
、
清
代
中
期
に
至
っ
て
初
め
て
な
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
そ
の
後
ほ
ど
な
く
し
て
一
九
世
紀
末
に
は
中
国
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
高
揚
の
中
で
「
正
史
」
は
む
し
ろ
批
判
の
対
象
と
な
っ
た

こ
と
、
な
ど
の
諸
点
が
、
近
代
日
本
の
「
正
史
」
概
念
と
の
比
較
に

お
い
て
興
味
深
い
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
日
本
と
中
国
に
お
け
る
「
正
史
」
概
念
の
多
層
性
と
ず

報
告
四

　
近
代
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
叙
述
に
お
け
る
「
正
史
」

　
　

岸
　
本
　
美
　
緒
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れ
に
着
目
し
つ
つ
、日
中
史
学
史
の
交
錯
の
一
端
を
窺
っ
て
み
た
い
。

一
　
近
代
日
本
の
歴
史
編
纂
に
お
け
る
「
正
史
」
の
意
味

　
ま
ず
、
本
書
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
正
史
」
の
意
味
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
以
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
（
著
者
名
で

示
す
）
に
お
け
る
「
正
史
」
な
い
し
そ
れ
に
関
連
す
る
記
述
を
列

挙
し
た
も
の
で
あ
る
。「
１-
Ａ
」
な
ど
の
番
号
の
数
字
は
章
番
号
、

英
字
大
文
字
は
史
料
引
用
、
英
字
小
文
字
は
各
章
著
者
に
よ
る
文
章

を
示
す
。
角
括
弧
は
岸
本
に
よ
る
補
足
、太
字
は
岸
本
に
よ
る
強
調
、

「
…
…
」
は
岸
本
に
よ
る
省
略
で
あ
る
。

１ｰ

Ａ
　
太
政
官
正
院
歴
史
課
、
一
八
七
二
年
：
「
本
課
ノ
掌
ハ
歴

代
ノ
紀
伝
ヲ
編
撰
シ
、
世
運
ノ
汙
隆
、
政
体
ノ
沿
革
ヲ
詳
ニ
シ
、

一
定
ノ
国
史
ヲ
修
ル
ニ
在
リ
、
…
…
〔
当
面
は
孝
明
天
皇
即

位
後
の
多
事
の
時
期
に
つ
い
て
、
各
種
の
記
録
を
博
採
し
〕

本
院
ノ
正
史
ヲ
撰
シ
、
以
テ
廟
堂
ノ
広
視
通
観
ニ
供
ス
ヘ
シ
」

【
松
沢
論
文
、
五
頁
】

１ｰ

Ｂ
　
川
田
剛
、
一
八
七
三
年
：
「
史
ヲ
修
ム
ル
ハ
大
業
也
、
六

国
史
・
大
日
本
史
ハ
姑
ク
置
キ
、
且
漢
土
ニ
就
テ
之
ヲ
論
ズ

ル
ニ
、
史
記
・
漢
書
・
北
斉
書
・
梁
陳
書
等
、
並
ニ
父
子
祖
孫
、

各
其
業
ヲ
継
キ
修
ム
、
固
ヨ
リ
一
世
一
人
ノ
手
ニ
成
ル
ニ
非

ズ
、
其
他
新
唐
書
ハ
十
七
年
、
資
治
通
鑑
ハ
十
九
年
ヲ
経
テ

成
ル
、
唯
明
ノ
初
ニ
元
史
ヲ
撰
ム
ハ
僅
ニ
十
三
箇
月
ニ
シ
テ

功
竣
レ
ト
モ
、
紕
謬
百
出
、
以
テ
信
史
ト
為
ル
ニ
足
ラ
ズ
」【
松

沢
論
文
、
七
頁
】

１ｰ

Ｃ
　
修
史
局
、
一
八
七
五
年
：
「
皇
国
ノ
正
史
六
国
史
ノ
後
未

タ
之
ニ
続
ク
モ
ノ
ア
ラ
ス
、
大
日
本
史
出
ル
ニ
及
テ
　
神
武

天
皇
以
来
南
北
朝
ニ
至
ル
マ
テ
始
テ
一
部
ノ
正
史
ア
リ
、
南

北
以
後
今
日
ニ
至
ル
マ
テ
五
百
年
間
世
ニ
正
史
ナ
ク
、
私
撰

野
乗
紕
謬
百
出
統
記
ス
ル
所
ナ
シ
、
是
宜
シ
ク
急
ニ
一
部
ノ

正
史
ヲ
編
シ
、
以
テ
世
ノ
確
拠
ト
ナ
サ
丶
ル
へ
カ
ラ
ス
」【
松

沢
論
文
、
九
―
一
〇
頁
】

１ｰ

Ｄ
　
岡
千
仭
、
一
八
七
三
年
：
「〔
学
校
教
育
に
関
し
て
〕
日
本

史
以
外
正
史
之
レ
無
ニ
付
キ
、
皇
国
ニ
生
レ
皇
朝
ノ
何
物
タ

ル
ヲ
知
ラ
ズ
、
…
…
愛
国
ノ
念
自
然
疎
薄
ニ
相
成
候
」
／
「
編

年
ハ
暦
史
ノ
変
体
ニ
テ
、
正
体
ハ
紀
伝
」【
松
沢
論
文
、
一
八

―
一
九
頁
】

２ｰ

ａ
：
〔
中
世
は
〕
古
代
な
い
し
近
代
…
…
に
比
べ
て
国
家
の
存

在
は
自
明
で
は
な
く
、
分
権
性
・
多
元
性
に
特
徴
を
も
つ
。

近
世
に
は
、
…
…
古
代
国
家
に
よ
る
正
史
…
…
が
途
絶
し
た

十
世
紀
以
降
の
歴
史
を
如
何
に
叙
述
す
る
か
と
い
う
問
い
が

す
で
に
生
じ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
近
世
の
状
況
を
前
提
と

し
て
、
明
治
政
府
は
古
代
国
家
の
「
復
古
」
と
し
て
自
ら
の

正
統
性
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
六
国
史
以
降
の
「
正
史
」
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編
纂
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。【
佐
藤
論
文
、
三
四
頁
】

４ｰ
ａ
：
坪
井
〔
九
馬
三
〕
は
〔
一
八
九
四
年
の
論
説
「
史
学
に
就
て
」

の
な
か
で
「
文
学
」
と
し
て
の
「
歴
史
」
と
「
学
問
上
の
史
学
」

と
を
峻
別
し
〕「
文
学
」
と
し
て
の
「
歴
史
」
に
は
二
つ
の
淵

源
が
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
は
「
史
官
の
記
録
」
と
「
小
説
文
」

「
歴
史
小
説
の
祖
先
」
の
二
種
だ
と
し
て
、
前
者
の
例
に
「
支

那
の
所
謂
正
史
」
を
、後
者
の
例
に
は
「
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
歴
史
」

や
「
左
丘
明
の
歴
史
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
学

問
上
の
歴
史
」
は
「
第
一
種
第
二
種
の
歴
史
を
綜
合
せ
る
歴
史
」

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
ラ
ン
ケ
の
歴
史
」
が
そ
れ
に
当
た

る
と
す
る
。【
廣
木
論
文
、
八
八
頁
】

４ｰ

ｂ
：
〔
坪
井
九
馬
三
の
同
上
論
説
に
お
い
て
は
、「
応
用
史
学
」

と
区
別
さ
れ
た
「
科
学
」
と
し
て
の
「
純
正
史
学
」
が
提
唱

さ
れ
た
。〕「
立
憲
政
体
興
ら
ざ
れ
ば
史
学
の
表
面
は
顕
れ
ざ

る
筈
に
て
、
本
邦
に
於
て
純
正
史
学
漸
く
萌
え
ん
と
し
、
支

那
朝
鮮
に
於
て
未
た
是
れ
な
き
は
理
の
覩
易
き
所
な
り
」
と
、

「
純
正
史
学
」
の
存
在
は
、
そ
れ
自
体
が
「
支
那
朝
鮮
」
に
先

ん
じ
て
「
立
憲
政
体
」
を
樹
立
し
た
日
本
の
優
越
性
の
証
明

な
の
で
あ
る
。【
廣
木
論
文
、
一
〇
八
頁
】

５ｰ

Ａ
　
坪
井
九
馬
三
　
一
八
九
四
：
「〔
国
家
よ
り
も
社
会
と
関
係

の
深
い
「
農
工
芸
諸
科
学
」
に
つ
い
て
述
べ
て
〕
史
学
の
如

き
は
然
ら
す
其
国
家
直
轄
の
下
に
在
る
を
以
て
一
挙
一
動
国

家
の
鼻
息
を
窺
ハ
さ
る
を
得
す
、
況
や
支
那
の
如
く
国
家
自

ら
史
官
を
置
き
国
史
を
記
録
せ
し
め
、
上
は
天
子
の
起
居
を

注
し
下
は
孝
子
順
孫
の
徳
行
を
録
し
、
一
部
の
国
史
を
以
て

政
治
の
唯
一
金
科
教
育
の
唯
一
玉
条
と
為
し
た
る
時
代
に
於

て
は
、
史
学
と
て
は
唯
其
裏
面
あ
る
の
み
、
又
其
裏
面
も
発

達
す
る
能
は
ざ
り
し
は
勿
論
の
事
な
り
。」【
第
五
章
「
史
学

の
『
純
正
』
と
『
応
用
』
―
―
坪
井
九
馬
三
に
み
る
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
史
学
と
自
然
科
学
の
交
錯
」（
中
野
弘
喜
）、
一
三
一
頁
】

６ｰ

ａ
：
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
、
政
治
権
力
の
正
統
性
の
根

拠
を
歴
史
に
求
め
よ
う
と
す
る
試
み
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。

「
正
史
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
正
史
」
と
は
、
公
開
性
や

検
証
可
能
性
を
核
と
す
る
適
正
な
手
続
き
に
基
づ
い
て
叙
述

さ
れ
た
歴
史
の
謂
い
で
は
な
い
。
問
題
な
の
は
手
続
き
の
適

正
で
は
な
く
、
内
容
の
正
し
さ
、
そ
れ
も
政
治
的
な
正
し
さ

な
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
内
容
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る
権

力
の
正
統
性
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
「
正
史
」
を
、
近
代

日
本
は
だ
が
遂
に
持
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
正
確
に
言
え
ば

そ
の
試
み
は
あ
っ
た
。「
維
新
」
を
受
け
た
最
初
の「
正
史
」編

纂
事
業
と
、「
大
東
亜
戦
争
」を
控
え
た
二
度
目
の「
正
史
」編

纂
事
業
。」【
河
野
論
文
、
一
七
七
頁
】

　
以
上
の
諸
例
の
み
を
以
て
、
近
代
日
本
の
歴
史
論
に
お
け
る
「
正

史
」
の
概
念
（
及
び
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
今
日
の
歴
史
研
究
者
の
理
解
）
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の
広
が
り
を
眺
望
す
る
こ
と
は
や
や
軽
率
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
と
り
あ
え
ず
本
書
に
依
拠
し
た
限
り
で
の
考
察
を
行
っ
て
み
よ

う
。
近
代
日
本
の
歴
史
家
に
よ
る
上
記
の
よ
う
な
「
正
史
」
の
用
例

に
お
い
て
、
中
国
の
目
録
学
（
図
書
分
類
学
）
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
の
「
正
史
」
が
あ
る
程
度
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
以
下
述
べ
る
よ
う
に
、
中
国
の
「
正
史
」
概
念
に
は
様
々

な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
諸
例
で
は
、「
国
家
（
政
府
）

に
よ
る
編
纂
」
と
い
う
側
面
が
も
っ
ぱ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
含
意
は
必
ず
し
も
単
純
で
は
な
い
。

　「
国
家
（
政
府
）
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
正
史
」
が
含
意
す
る
の
は
、

第
一
に
、
事
業
規
模
の
大
き
さ
や
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
よ

る
信
頼
性
の
確
保
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、「
紕
謬
百
出
」
の

「
私
撰
野
乗
」
と
対
比
さ
れ
る
「
信
史
」
と
し
て
の
性
格
が
「
正
史
」

の
特
徴
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
１-

Ｂ
（
２
）

、
１-

Ｃ
）。
松
沢
裕
作
は
、

重
野
安
繹
ら
の
修
史
事
業
を
扱
っ
た
別
の
著
作
の
な
か
で
、「
叙
述
」

重
視
か
ら
「
考
証
」
重
視
へ
の
重
野
の
ス
タ
ン
ス
の
変
化
を
指
摘
し
、

「
重
野
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
の
講
演
…
…
の
な
か
で
は
、

国
家
が
『
正
史
』
を
編
纂
す
る
目
的
を
、
民
間
で
流
布
し
て
い
る
あ

や
ま
っ
た
事
実
を
含
む
歴
史
書
を
一
掃
し
、
正
し
い
事
実
を
記
載
し

た
歴
史
書
を
編
纂
す
る
こ
と
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
」
と
す

る
。
そ
し
て
、
重
野
の
『
大
日
本
史
』
批
判
―
―
南
朝
正
統
説
を
主

張
す
る
あ
ま
り
軍
記
物
語
で
あ
る
『
太
平
記
』
に
依
拠
し
す
ぎ
た
―

―
に
ふ
れ
つ
つ
、「
歴
史
の
書
き
手
の
立
場
が
事
実
を
ゆ
が
め
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
以
上
、
歴
史
家
は
『
愛
憎
』
の
心
を
も
っ
て
は

い
け
な
い
、
と
重
野
は
主
張
す
る
」
と
論
じ
て
い
る
（
３
）

。

　
以
上
の
よ
う
な
「
信
頼
性
」
問
題
と
や
や
異
な
る
側
面
と
し
て
、

一
国
の
歴
史
の
全
体
像
を
提
示
す
る
「
国
史
」
と
し
て
の
枠
組
み
と

い
う
問
題
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
い
わ
ば
「
国
史
性
」
と
も
い
う
べ
き

こ
の
よ
う
な
範
囲
設
定
が
、「
国
家
（
政
府
）
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た

正
史
」
の
第
二
の
含
意
を
な
す
。
信
頼
性
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
民

間
の
歴
史
学
の
な
か
に
も
学
問
的
な
手
続
き
を
踏
ん
だ
信
頼
す
べ
き

成
果
は
存
在
す
る
。
ま
た
、
個
別
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ

が
近
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
学
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
し
か
し
「
正
史
」
と
は
、
そ
う
し
た
個
別
論
文
の
集
積

と
は
次
元
を
異
に
し
、「
世
運
の
汙
隆
、
政
体
の
沿
革
を
詳
に
」
す

る
「
一
定
の
国
史
」
と
し
て
、「
廟
堂
の
広
視
通
覧
に
供
す
」
べ
き

も
の
で
あ
る
（
１-

Ａ
）。『
大
日
本
史
』
が
私
撰
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、修
史
局
に
よ
っ
て
準
「
正
史
」
と
見
な
さ
れ
得
た
（
１-

Ｃ
）

の
は
、
そ
う
し
た
「
国
史
」
と
し
て
の
枠
組
み
の
故
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
個
々
の
考
証
よ
り
も
、
全
体
像
を
描
く
叙

述
が
重
要
視
さ
れ
る
。

　「
国
家
（
政
府
）
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
正
史
」
の
第
三
の
含
意
と

し
て
、
古
代
か
ら
の
日
本
の
歴
史
を
連
続
的
な
も
の
と
と
ら
え
、
そ

の
な
か
に
現
在
の
政
権
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
、「
正
統
性
」
に
関
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わ
る
課
題
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
上
記
の
「
国
史
性
」
と
深
く
関
わ

る
が
、「
国
史
性
」
が
空
間
的
・
集
団
的
ま
と
ま
り
に
関
す
る
問
題

で
あ
る
の
に
対
し
、「
正
統
性
」
は
時
間
的
連
続
に
関
わ
る
問
題
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
他
の
歴
史
像
を
排
除
し
て
唯
一
の

「
正
し
い
」
歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
と
い
う
志
向
性
（
６-

ａ
）

を
持
つ
。
こ
の
「
正
統
性
」
と
い
う
課
題
は
、「
古
代
国
家
の
復
古
」

と
し
て
の
現
政
権
の
正
統
性
の
主
張
（
２-

ａ
）
や
、「
皇
朝
の
何

物
た
る
」か
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
る
民
衆
の
愛
国
心
の
涵
養（
１

-

Ｄ
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
位
相
を
含
ん
で
い
る
。

　
以
上
挙
げ
た
諸
問
題
―
―
「
信
頼
性
」「
国
史
性
」「
正
統
性
」
―

―
は
、い
ず
れ
も
「
正
史
」
と
い
う
語
の
一
側
面
を
な
す
も
の
だ
が
、

完
全
に
重
な
り
合
う
わ
け
で
は
な
い
。「
信
頼
性
」
の
側
面
を
極
限

ま
で
推
し
進
め
れ
ば
坪
井
九
馬
三
の
い
わ
ゆ
る
「
純
正
史
学
」
に
近

づ
き
、
そ
の
「
純
正
史
学
」
の
観
点
か
ら
は
「
正
史
」
は
「
学
問
上

の
史
学
」
と
異
な
る
「
文
学
」
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、ま
た
「
史
学
」

を
抑
圧
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
る（
４-

ａ
・
ｂ
、５-

Ａ
）。「
考

証
」
重
視
か
「
叙
述
」
重
視
か
と
い
っ
た
当
時
の
議
論
（
本
書
松
沢

論
文
、
一
六-

二
〇
頁
等
）
も
、「
信
頼
性
」
と
「
国
史
性
」「
正
統

性
」
と
の
方
向
性
の
違
い
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
近
代
日
本
の
「
正
史
」
概
念
に
含
ま
れ
る
こ
う
し
た
複
雑
さ
の
一

方
で
、
こ
れ
を
伝
統
中
国
の
「
正
史
」
概
念
と
比
べ
て
み
る
と
、
中

国
の
「
正
史
」
の
基
本
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
「
紀
伝
体
」
に
つ
い
て

は
、
全
く
議
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
（
１-

Ｄ
）、
あ
ま

り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
次
節
で
は
、
中
国

の
「
正
史
」
概
念
の
変
遷
を
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

二
　
中
国
に
お
け
る
「
正
史
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
成
立
と
変
遷

現
在
、
中
国
の
「
正
史
」
と
い
え
ば
、「
二
十
四
史
（
４
）

」
即
ち
、『
史

記
』
に
始
ま
り
『
明
史
』
に
終
わ
る
二
四
部
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
紀

伝
体
史
書
を
指
す
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。し
か
し
、

「
正
史
」
の
意
味
は
時
代
に
よ
り
、
か
な
り
大
き
く
変
遷
し
て
い
る
（
５
）
。

中
国
の
目
録
学
史
上
で
大
き
な
画
期
と
さ
れ
る
書
物
は
、
唐
代

初
、七
世
紀
半
ば
に
作
ら
れ
た
欽
定
史
書
『
隋
書
』
の
「
経
籍
志
」
で
、

そ
の
後
の
中
国
の
図
書
分
類
法
の
基
本
と
な
る
四
部
分
類
（
経
・
史
・

子
・
集
（
６
）

）
が
こ
の
時
に
成
立
し
た
。「
正
史
」
は
、「
史
」
部
に
属
す

る
一
三
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
―
の
筆
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
中

国
史
上
「
正
史
」
と
い
う
分
類
の
初
出
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
紀
伝
体
の
史
書
及
び
そ
の
注
釈
六
七
部
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
必

ず
し
も
各
時
代
に
一
種
類
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
史
書
を
認
定
す
る
と

い
う
趣
旨
で
は
な
い
。
な
ぜ
「
正
史
」
と
い
う
の
か
、
ま
た
な
ぜ
紀

伝
体
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
隋
書
』「
経
籍
志
」
の
「
正
史
」
の
リ

ス
ト
に
付
さ
れ
た
説
明
は
大
略
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
古
よ
り
天
子
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

諸
侯
は
必
ず
国
史
（
国
家
の
記
録
官
）
を
置
き
、
命
令
や
出
来
事
を

記
録
さ
せ
た
が
、
そ
の
後
の
混
乱
の
な
か
で
史
官
の
制
度
は
滅
び
て

し
ま
っ
た
。
漢
の
武
帝
に
至
り
、
太
史
公
を
置
き
、
天
下
の
文
献
を

集
め
さ
せ
た
。
そ
の
任
に
あ
っ
た
司
馬
談
と
そ
の
子
の
司
馬
遷
が
紀

伝
体
に
よ
っ
て
『
史
記
』
を
作
り
、
そ
れ
に
倣
う
者
が
多
く
出
た
。

後
漢
に
な
っ
て
班
彪
・
班
固
が
同
様
の
体
例
で
前
漢
の
歴
史
を
書
い

た
。そ
の
後
、多
く
の
人
々
が
班
氏
・
司
馬
氏
に
倣
っ
て
著
述
を
行
い
、

こ
れ
を
正
史
と
見
な
し
て
、
一
王
朝
の
史
は
数
十
家
に
も
及
ん
だ
―

―
と
い
う
。『
史
記
』
や
『
漢
書
』
は
奉
勅
撰
で
は
な
く
、
司
馬
談

父
子
や
班
彪
父
子
の
一
家
の
著
述
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
司
馬
談

ら
が
国
家
の
記
録
を
司
る
職
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
古
の
「
国
史
」

の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
、『
史
記
』『
漢
書
』
の
体
例
に
倣
っ
た
史
書
を
そ
の
伝
統
の
な
か

に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
正
史
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、「
正
史
」
イ
コ
ー
ル
紀
伝
体

と
い
う
考
え
方
は
、
当
時
必
ず
し
も
普
遍
的
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の

後
定
着
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
例
え
ば
史
官
と
し
て
唐
初
の
歴

史
編
纂
に
も
参
与
し
た
劉
知
幾
の『
史
通
』で
は
、史
書
を
大
き
く「
古

よ
り
帝
王
の
編
述
せ
る
文
籍
」で
あ
る「
正
史
」と「
そ
の
余
の
外
伝
」

で
あ
る
「
偏
記
小
説
」
と
に
分
け
て
い
る
が
、「
正
史
」
の
な
か
に

は
編
年
体
史
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
〇
〇
年
余
り
の
ち

の
清
代
に
作
ら
れ
た
奉
勅
撰
史
書
『
明
史
』
の
「
芸
文
志
」
で
は
、「
正

史
」
の
項
に
「
実
録
」
な
ど
の
編
年
体
の
文
献
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。

　
唐
初
と
い
う
時
期
は
、
前
の
王
朝
に
つ
い
て
奉
勅
撰
の
史
書
を
紀

伝
体
で
編
纂
す
る
制
度
が
確
立
し
た
と
い
う
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
奉
勅
撰
断
代
史
の
最
初
の
例
は
、
北
斉
（
六
世
紀
後

半
）
の
時
代
に
作
ら
れ
た
『
魏
書
』
で
あ
る
が
、
唐
代
以
後
に
そ
の

制
度
が
定
着
す
る
。
各
時
代
に
つ
い
て
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
史
書
と

い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
紀
伝
体
の
断
代
史
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
つ
い
て
代
表
的
な
も
の
を
選
び
「
十
史
」「
十
七
史
」
な
ど
と

総
称
す
る
非
公
式
な
呼
び
方
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
清
朝
の
乾
隆

帝
が
、
そ
れ
ま
で
通
称
さ
れ
て
い
た
二
十
一
史
に
、
新
し
く
完
成
し

た
『
明
史
』、
及
び
『
旧
唐
書
』『
旧
五
代
史
』
を
加
え
て
一
七
三
九

年
に
二
十
四
史
を
選
定
し
、
こ
の
二
四
の
紀
伝
体
史
書
お
よ
び
そ
の

注
釈
書
が
「
正
史
」
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い

て
「
正
史
」
の
定
義
は
初
め
て
確
定
さ
れ
た
と
言
え
る
。
乾
隆
帝
が

の
ち
に
編
纂
さ
せ
た
大
叢
書
で
あ
る
『
四
庫
全
書
』
の
分
類
法
で
は
、

こ
の
「
正
史
」
の
定
義
が
用
い
ら
れ
（
７
）

、
そ
の
後
現
在
の
漢
籍
図
書
館

の
四
部
分
類
に
至
る
ま
で
、
基
本
的
に
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
選
ば
れ
た
二
四
の
「
正
史
」
の
共
通
の
特
徴
―
―
別
言
す

れ
ば
、
何
が
こ
れ
ら
を
「
正
史
」
た
ら
し
め
て
い
る
の
か
―
―
と
は

何
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
日
本
の
「
正
史
」
概
念
に
お
い
て
、国
家
（
政

府
）
事
業
と
し
て
の
編
纂
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
こ
と
は
先
に
見
た
が
、
二
十
四
史
は
国
家
事
業
と
し
て
編
纂
さ
れ
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た
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
二
十
四
史
の
う
ち
、
奉
勅
撰
で
な
い
も
の

は
、『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』『
宋
書
』『
南
斉
書
』『
南
史
』

『
北
史
』『
新
五
代
史
』
と
、
か
な
り
の
割
合
（
三
分
の
一
強
）
に
上

り
、
国
家
的
修
史
の
制
度
が
始
ま
っ
て
以
降
の
私
撰
著
作
も
含
ま
れ

て
い
る
（『
南
史
』『
北
史
』『
新
五
代
史
』）。「
信
頼
性
」
と
い
う
観

点
か
ら
み
て
も
、奉
勅
撰
で
あ
る
か
ら
信
頼
性
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

杜
撰
で
悪
名
高
い
『
元
史
』
の
よ
う
に
、
多
人
数
で
倉
卒
の
間
に
行

わ
れ
る
修
史
事
業
は
無
責
任
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
の

人
々
に
も
自
覚
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
上
記
の
『
隋
書
』「
経
籍
志
」

の
説
明
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
際
に
国
家
的
事
業
で
あ
る
か
ど

う
か
は
問
わ
ず
、
紀
伝
体
史
書
に
は
、
古
の
「
国
史
」
の
伝
統
を
継

ぐ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
紀
伝
体
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
中
国
の
歴
史
学
の

な
か
で
特
権
的
な
位
置
を
占
め
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ

う
に
、
紀
伝
体
は
、
皇
帝
の
事
績
を
編
年
で
記
す
「
本
紀
」
と
、
皇

族
・
文
武
官
僚
か
ら
学
者
・
文
人
・
技
術
者
・
忠
義
・
節
婦
烈
女
な

ど
、さ
ら
に
は
周
辺
民
族
ま
で
扱
う
「
列
伝
」
の
両
者
を
根
幹
と
し
、

そ
れ
に
制
度
を
記
す
「
志
」
な
ど
を
加
え
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

本
紀
と
は
天
下
の
中
心
を
明
確
に
し
て
時
間
の
流
れ
を
示
す
基
準
線

で
あ
り
、
そ
の
本
紀
に
結
び
つ
け
る
形
で
天
下
の
個
性
あ
る
人
物
群

や
制
度
的
仕
組
み
（
列
伝
、
志
な
ど
）
を
記
述
す
る
。
紀
伝
体
の
核

心
は
、
明
確
な
中
心
と
天
下
的
拡
が
り
と
の
組
み
合
わ
さ
っ
た
そ
の

構
造
性
、
即
ち
、
天
下
を
ば
ら
ば
ら
で
な
く
意
味
を
も
っ
た
統
一
体

と
し
て
捉
え
る
工
夫
に
存
す
る
と
い
え
る
。
劉
知
幾
は
、「〔
本
紀
の
〕

紀
と
は
、庶
品
を
綱
紀
し
、万
物
を
網
羅
す
る
も
の
だ
」
と
い
う
（『
史

通
』
本
紀
）。
編
年
体
や
紀
事
本
末
体
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
の
出
来

事
を
叙
述
す
る
に
は
適
し
て
い
て
も
、
こ
う
し
た
拡
が
り
を
も
つ
構

造
を
描
く
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
を
も
つ
拡
が
り

を
、
前
節
で
述
べ
た
「
国
史
性
」
と
い
う
語
で
表
す
こ
と
も
可
能
だ

が
、「
国
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
枠
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
皇
帝

の
本
紀
を
中
心
と
し
て
個
性
あ
る
人
物
た
ち
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
交

渉
し
活
動
す
る
無
限
の
宇
宙
的
な
拡
が
り
を
そ
こ
に
感
じ
取
る
こ
と

も
で
き
よ
う
（
８
）

。

　「
本
紀
」
は
、
時
間
を
貫
い
て
伸
び
る
天
下
の
中
心
線
と
し
て
の

役
割
を
持
つ
が
、
王
朝
交
代
に
よ
っ
て
そ
の
中
心
は
入
れ
替
わ
る
。

各
王
朝
が
前
の
王
朝
に
つ
い
て
行
う
正
史
編
纂
は
、
前
王
朝
を
総
括

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
中
心
を
受
け
継
ぐ
作
業
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
作
業
は
、
現
王
朝
の
正
統
性
と
深
く
関
わ
る
が
、
現
王

朝
の
正
統
性
は
、
そ
う
し
た
「
正
史
」
を
編
纂
す
る
こ
と
自
体
に
よ

っ
て
担
保
さ
れ
る
の
で
、必
ず
し
も
内
容
に
お
い
て
前
王
朝
を
批
判
・

貶
視
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
前
王
朝
が
正
統
な
王
朝
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
を
継
ぐ
現
王
朝
が
正
統
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が

保
証
さ
れ
る
。
従
っ
て
、「
正
史
」
の
書
き
方
は
、
一
定
の
人
物
評

価
を
含
む
も
の
の
、
必
ず
し
も
「
春
秋
の
筆
法
」
式
の
批
判
を
旨
と
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し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
か
に
は
、「
嗚
呼
史
」
の
別
名
を
も
つ
欧

陽
脩
の
『
新
五
代
史
』
の
よ
う
に
激
情
的
な
書
き
方
の
も
の
も
あ
る

が
、
概
し
て
淡
々
と
し
た
叙
述
が
主
流
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
本
紀
を
綱
に
例
え
る
な
ら
ば
（
紀
と
は
も
と
も
と
綱
の
意
を
も

つ
）、
天
下
の
中
心
線
を
な
す
そ
の
綱
は
王
朝
交
代
に
よ
っ
て
途
中

で
切
れ
る
が
、
新
た
な
綱
と
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
と

し
て
の
連
続
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
断
代
史
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
と
し
て
の
こ
う
し
た
正
統
性
認
識
の
あ
り
方
は
、「
皇
統
」

の
連
続
性
を
前
提
と
す
る
近
代
日
本
の
「
正
史
」
観
と
は
相
当
異
な

る
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
中
国
の
「
正
史
」
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
よ
う
な
「
天
下
」
的
な

拡
が
り
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
の
「
正
史
」
に
は
お
そ
ら
く
見
ら

れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
重
野
安
繹
は
「
国
史
編
纂
の
方
法
を
論
ず
」

（
一
八
七
九
年
）
の
な
か
で
、
一
般
に
「
正
史
」
と
見
な
さ
れ
て
い

る
六
国
史
や
『
大
日
本
史
』
に
つ
い
て
、
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
書
紀
は
勅
撰
で
あ
り
、
編
年
体
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、
真

の
編
年
で
は
な
く
実
録
体
（
９
）
で
あ
る
。
後
紀
・
続
紀
な
ど
は
さ
ら
に
編

年
の
正
し
い
書
き
方
と
は
離
れ
、
天
皇
や
諸
臣
の
動
静
を
記
す
起
居

注
・
日
暦
の
類
に
す
ぎ
な
い
。『
大
日
本
史
』
は
紀
伝
体
だ
が
、「
志
」

を
欠
い
て
お
り
、
政
俗
規
制
の
記
述
が
な
い
。「
是
予
ノ
〔
日
本
に
〕

正
史
ナ
シ
ト
云
フ
所
以
ナ
リ
」
と（
（1
（

。
た
だ
、
そ
う
し
た
紀
伝
体
正
史

の
欠
如
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
正
史
と
さ

れ
る
『
大
越
史
記
全
書
』
も
本
紀
の
み
の
編
年
体
で
あ
る
。
朝
鮮
の

『
三
国
史
記
』『
高
麗
史
』
は
紀
伝
体
で
あ
る
が
、『
高
麗
史
』
の
本

紀
は
、
中
国
王
朝
を
は
ば
か
っ
て
「
世
家（
（1
（

」
と
題
さ
れ
て
い
た
。
中

国
諸
王
朝
の
「
正
史
」
の
よ
う
な
拡
が
り
を
も
っ
た
紀
伝
体
史
書
編

纂
は
、
周
辺
諸
地
域
で
は
十
分
に
展
開
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。

三
　
近
代
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
「
正
史
」
批
判

　
こ
の
よ
う
な
中
国
の
「
正
史
」
の
伝
統
は
、
清
末
に
至
っ
て
改
革

派
の
人
々
か
ら
の
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
初
期

の
も
っ
と
も
有
名
な
例
は
、
梁
啓
超
の
「
新
史
学
」（
一
九
〇
二
年（
（1
（

）

に
お
け
る
「
中
国
の
旧
史
」
批
判
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
批
判
さ
れ
て

い
る
の
は
必
ず
し
も
正
史
の
み
で
は
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
部
分

で
は
、
正
史
が
主
な
標
的
と
な
っ
て
い
る
。

・
朝
廷
有
る
を
知
り
て
国
家
有
る
を
知
ら
ず
。
…
…
二
十
四
史

は
史
に
非
ず
、
二
十
四
姓
の
家
譜
な
る
の
み
。

・
陳
迹
有
る
を
知
り
て
今
務
有
る
を
知
ら
ず
。
…
…
鼎
革
（
王

朝
交
代
）
の
後
に
非
ず
ん
ば
則
ち
一
朝
の
史
は
出
現
す
る
能

わ
ず
。
…
…
古
を
知
り
て
今
を
知
ら
ず
、
こ
れ
を
陸
沈
（
時

代
遅
れ
）
と
謂
う
。

・
能
く
鋪
叙
す
る
も
別
裁
す
る
能
わ
ず
（
羅
列
す
る
だ
け
で
取
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捨
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）。
…
…
『
新
五
代
史
』
の
類
に
至

り
て
は
別
裁
を
以
て
自
ら
命
ず
る
も
、
実
は
則
ち
大
事
を
も

っ
て
皆
刪
去
し
、
た
だ
隣
猫
子
を
生
む
な
ど
の
〔
ど
う
で
も

よ
い
〕
語
を
存
す
る
の
み
。

・
能
く
因
襲
す
る
も
創
作
す
る
能
わ
ず
。
…
…
『
史
記
』
以
後

の
二
十
一
部
は
皆
『
史
記
』
を
刻
画
（
本
体
は
変
え
ず
に
か

ざ
り
を
つ
け
る
）
す
。
…
…
何
ぞ
そ
の
奴
隷
性
、
か
く
も
甚

だ
し
き
に
至
ら
ん
や
。

　
梁
啓
超
は
ま
た
、
一
九
二
二
年
の
「
中
国
歴
史
研
究
法
」
に
お
い

て
、
唐
代
以
降
の
官
撰
正
史
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
大
々
的
に
史
局
を
開
い
て
多
く
の
担
当
者
を
置
き
、

高
官
に
そ
の
仕
事
を
統
括
さ
せ
た
。
…
…
そ
こ
で
著
作
と
い

う
事
業
は
奉
公
と
同
様
に
な
り
、
編
纂
者
は
名
実
対
応
し
な

く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
官
撰
・
合
撰
の
史
書
の
最
大
の
弊
害
は
、

著
者
に
責
任
感
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
思
う
に

我
が
国
の
古
代
の
史
学
は
、
史
官
を
置
い
た
こ
と
に
よ
っ
て

非
常
に
発
達
し
た
が
、
そ
の
近
代
の
史
学
は
、
史
官
を
置
い

た
こ
と
に
よ
っ
て
非
常
に
衰
微
し
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
梁
啓
超
の
「
正
史
」
批
判
は
、
自
由
な
言
論

を
抑
え
る
「
正
史
」
の
権
力
性
や
政
治
性
に
焦
点
を
あ
て
る
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
、
国
民
と
遊
離
し
た
無
力
さ
、
旧
態
依
然
た
る
因
襲

性
、と
い
っ
た
「
役
に
立
た
な
さ
」
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

中
国
の
「
正
史
」
に
対
す
る
同
様
の
批
判
は
、
日
本
の
学
界
に
も
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
例
え
ば
三
宅
米
吉
は
『
日
本
史
学
提
要
』

（
一
八
八
六
年
）
の
な
か
で
「
支
那
の
歴
史
編
纂
法
は
…
…
、
春
秋
、

史
記
、
漢
書
な
ど
を
以
て
こ
よ
な
き
手
本
と
な
し
、
後
世
の
史
書
は

都
て
み
な
こ
れ
ら
の
編
纂
法
に
準
は
ざ
る
な
し
。
…
…
又
其
編
纂
の

主
義
を
以
て
い
ふ
に
、
こ
れ
ら
の
書
の
著
者
は
唯
社
会
の
一
部
分
即

ち
政
府
及
び
王
室
に
の
み
眼
を
着
け
て
社
会
全
体
に
は
頓
着
せ
ざ
れ

ば
、
春
秋
な
り
、
史
記
な
り
、
漢
書
な
り
、
其
作
ら
れ
し
時
代
を
以

て
云
は
ば
、実
に
立
派
な
る
著
作
な
り
と
云
は
ざ
る
を
得
ざ
れ
ど
も
、

今
日
に
於
て
之
を
欧
米
諸
国
の
史
書
に
比
べ
見
る
時
は
、
又
甚
だ

不
完
全
な
る
も
の
と
云
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る（
（1
（

。

一
八
九
八
年
の
戊
戌
政
変
後
日
本
に
亡
命
し
て
い
た
梁
啓
超
が
、
こ

の
よ
う
な
日
本
の
学
者
の
見
解
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
た
だ
大
き
く
い
え
ば
、「
正
史
」
と
国
民
統
合
の
課
題
と
の
関
係

は
、
日
本
と
中
国
そ
れ
ぞ
れ
の
近
代
史
学
の
出
発
点
に
お
い
て
逆
方

向
を
向
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
代
日
本
に
お
い
て
は
、「
正

史
」
編
纂
の
必
要
性
は
国
民
統
合
の
課
題
と
―
―
そ
れ
ほ
ど
単
純
で

は
な
い
に
せ
よ
―
―
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
梁
啓
超
の
場
合
は
、
中

国
の
正
史
が
国
民
統
合
に
無
力
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
こ
の
相
違
は
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
当
日
の
河
野
有
理
の
リ
プ
ラ
イ
に
お
け
る
「
あ
る
程
度
確
立
し
た
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デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
正
史
と
い
う
も
の
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
梁
啓
超
ら
は
『
そ
ん
な
も
の
必
要
な
い
』
と
言
え
た
の

で
は
な
い
か
。
一
方
日
本
に
お
い
て
は
、
き
ち
ん
と
し
た
正
史
を
持

っ
た
こ
と
の
な
い
国
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
正
史
が
夢
見
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
、
ま
さ
に
正
鵠
を
射
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
久
米
邦
武
の
「
修
史
意
見
書
」
草
案
（
一
八
八
五

年
）
の
「
東
洋
ノ
政
ハ
上
ヨ
リ
出
ル
、
故
ニ
歴
史
モ
官
撰
ニ
成
ル
、

西
洋
ノ
政
ハ
下
ヨ
リ
成
ル
、
故
ニ
歴
史
モ
私
撰
ニ
テ
伝
ハ
ル
。
…
…

是
ミ
ナ
国
ノ
経
歴
自
然
ニ
由
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
即
歴
史
ノ
歴
史
タ
ル
所

ナ
リ
。」「
近
年
国
会
開
設
ノ
詔
ヨ
リ
、
時
論
輙
ス
レ
バ
西
洋
ニ
模
傚

セ
ン
ヲ
望
ミ
、
往
々
枘
鑿
合
ハ
ザ
ル
ノ
説
モ
少
ナ
カ
ラ
ズ
、
倘
シ
西

洋
ニ
官
撰
修
史
ノ
国
ナ
シ
ト
テ
、
強
テ
之
ヲ
私
修
ニ
付
セ
ン
ト
ス
ル

事
モ
ア
レ
バ
、
本
邦
ノ
歴
史
ハ
永
ク
廃
闕
ニ
付
シ
テ
止
ベ
シ（
（1
（

」
と
い

っ
た
意
見
も
、「
正
史
」
の
問
題
点
を
意
識
し
つ
つ
な
お
「
本
邦
の

歴
史
」
を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
当
時
の
姿
勢
を
示

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
梁
啓
超
の
正
史
批
判
が
持
て
る
者
の
贅
沢
な
悩
み
で
あ
っ

た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
吉
澤
誠
一
郎

が
梁
啓
超
の
「
新
史
学
」
を
評
し
て
「
尊
皇
思
想
を
一
つ
の
動
因
と

し
て
始
ま
っ
た
明
治
体
制
は
、
国
民
統
合
の
理
念
に
皇
統
の
歴
史
的

一
貫
性
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
梁
啓
超
に
と
っ
て
は
そ
れ

を
模
倣
す
る
方
法
が
な
か
っ
た（
（1
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本

に
あ
っ
て
中
国
に
な
い
も
の
も
存
在
し
た
。「
新
史
学
」
の
一
年
前
、

一
九
〇
一
年
の
「
中
国
史
叙
論
」
の
な
か
で
梁
啓
超
は
有
名
な
「
わ

が
国
に
は
国
名
が
な
い
」
と
い
う
議
論
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
各

代
の
正
史
は
王
朝
の
歴
史
で
あ
っ
て
そ
れ
を
通
貫
す
る
「
中
国
史
」

の
概
念
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
実
際
に
「
中
国
史
」
と
い

う
語
は
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
初
め
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
）。
王

朝
の
歴
史
を
い
わ
ば
む
り
や
り
継
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
続

性
を
保
っ
て
き
た
中
国
の
歴
史
に
対
比
し
て
、日
本
に
は
整
っ
た「
正

史
」
こ
そ
な
い
も
の
の
、
千
数
百
年
に
わ
た
っ
て
続
く
「
日
本
」
と

い
う
国
名
と
、
連
続
し
た
「
皇
統
」
と
、
さ
ら
に
は
『
大
日
本
史
』

と
い
っ
た
書
物
ま
で
あ
る
。
近
代
中
国
の
日
本
知
識
の
淵
源
と
も
い

う
べ
き
黄
遵
憲
『
日
本
国
志
』（
一
八
八
七
年
）
の
冒
頭
の
「
百
二
十

代
、
二
千
余
年
に
も
わ
た
り
、
一
姓
が
受
け
継
ぎ
、
連
綿
と
伝
え
て

統
治
の
途
絶
え
な
か
っ
た
国
は
日
本
だ
け
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う

認
識
は
、
梁
啓
超
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
中

国
に
は
そ
の
よ
う
な
即
自
的
連
続
性
が
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
王
朝

間
の
受
け
継
ぎ
を
示
す
「
正
史
」
の
作
成
が
必
要
と
さ
れ
た
。
梁
啓

超
は
そ
の
「
正
史
」
の
限
界
を
打
破
し
て
よ
り
直
接
的
な
国
民
の
歴

史
の
連
続
性
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
も
い
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

　
梁
啓
超
ら
改
革
派
の
「
正
史
」
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
に

お
け
る
正
史
編
纂
の
伝
統
は
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
辛
亥

革
命
後
、
北
京
政
府
の
も
と
で
趙
爾
巽
・
柯
劭
忞
ら
を
中
心
と
し
て

『
清
史
』編
纂
の
作
業
が
進
め
ら
れ
、一
九
二
七
年
に
紀
伝
体
史
書『
清

史
稿
』
が
完
成
し
た
。
し
か
し
清
朝
の
立
場
に
立
っ
た
そ
の
叙
述
方

針
（
革
命
派
に
対
す
る
敵
対
的
態
度
な
ど
）
が
国
民
政
府
の
反
発
を

招
き
、『
清
史
稿
』
は
正
式
に
正
史
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

「
稿
」
即
ち
未
定
稿
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
ま
ま
に
止
ま
っ
た
。
国

民
党
支
持
の
立
場
か
ら
『
清
史
稿
』
を
一
部
書
き
直
し
た
『
清
史
』

が
一
九
六
一
年
に
台
湾
で
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
正
史

と
し
て
の
認
知
を
受
け
て
い
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
『
清
史
』
編
纂
の
試
み
と
は
独
立
に
、
中
華
人
民

共
和
国
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
「
国
家
清
史
纂
修
工
程
」（「
工
程
」

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
全
一
〇
〇
巻
予
定

（
そ
の
ほ
か
に
史
料
や
翻
訳
書
の
シ
リ
ー
ズ
も
出
版
さ
れ
る
）、
当
初

予
算
六
億
元
、
一
〇
年
計
画
の
巨
大
な
『
清
史
』
編
纂
事
業
が
、
多

数
の
歴
史
研
究
者
を
動
員
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。
構
成
は
、「
通

紀
」「
志
」「
列
伝
」「
表
」「
図
録
」
で
あ
り
、「
わ
が
国
の
『
易
代

修
史
』
の
優
良
な
伝
統
を
継
ぐ
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
正

史
の
体
例
に
近
い
が
、「
通
紀
」
は
皇
帝
の
本
紀
で
は
な
く
、
政
治

や
戦
争
を
中
心
と
し
た
通
史
と
な
る
よ
う
で
あ
る
（
即
ち
、
各
皇
帝

の
伝
記
は
「
列
伝
」
に
入
る
こ
と
と
な
る
）。
進
行
は
当
初
の
予
定

よ
り
も
や
や
遅
れ
て
い
る
が
、
既
に
初
稿
が
完
成
し
た
と
の
報
道
が

二
〇
一
六
年
初
め
に
な
さ
れ
た（
（1
（

。

　
正
史
の
伝
統
を
積
極
的
に
継
い
で
い
く
こ
と
を
標
榜
す
る
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ど
の
よ
う
な
清
史
像
を
描
く
こ
と
に
な
る
の
か
、

「
正
史
」
の
夢
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
圏
諸
国
の

立
場
か
ら
し
て
も
、
関
心
の
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

註（１
）
た
だ
し
、六
国
史
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
星
野
聰
・
水
野
柳
太
郎
作
成
、

http://w
w

w
013.upp.so-net.ne.jp/w

ata/rikkokusi/

）
に
よ
っ

て
検
索
す
る
限
り
、
六
国
史
の
本
文
に
「
正
史
」
と
い
う
語
は
見
え

な
い
よ
う
で
あ
る
。
国
家
事
業
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
史
書
を
表
す
語

と
し
て
は
「
奉
勅
修
国
史
」（『
日
本
後
紀
』
巻
三
逸
文
〈『
類
聚
国
史
』〉

延
暦
一
三
年
八
月
己
丑
）
の
よ
う
に
、「
国
史
」
と
い
う
語
が
用
い
ら

れ
て
い
た
。
大
宝
令
（
七
〇
一
年
）
の
注
釈
「
古
記
」（
七
三
八
年
ご

ろ
成
立
）
に
は
、図
書
寮
の
職
務
で
あ
る
「
修
撰
国
史
」
を
説
明
し
て
、

「『
国
史
』
と
は
、
そ
の
当
時
の
事
実
を
記
し
た
書
物
の
名
称
で
あ
る
。

『
春
秋
』『
漢
書
』
の
よ
う
な
類
で
あ
る
。
実
録
の
こ
と
で
あ
る
」
と

あ
る
と
い
う
（
遠
藤
慶
太
『
六
国
史
―
―
日
本
書
紀
に
始
ま
る
古
代

の
「
正
史
」』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
）
九
頁
。

（
２
）
た
だ
し
、
１-

Ｂ
の
引
用
文
に
み
え
る
川
田
の
議
論
で
は
、
中
国

の
「
正
史
」
に
属
す
る
諸
書
に
言
及
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
国
家

事
業
で
は
な
い
「
父
子
祖
孫
」
の
家
学
と
し
て
の
歴
史
編
纂
に
高
い

評
価
を
与
え
る
一
方
で
、
奉
勅
撰
の
『
元
史
』
の
ず
さ
ん
さ
を
批
判

し
て
い
る
の
で
、
国
家
事
業
で
あ
る
こ
と
が
即
ち
信
頼
性
を
保
証
す

る
も
の
だ
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
３
）
松
沢
裕
作
『
重
野
安
繹
と
久
米
邦
武
　「
正
史
」
を
夢
見
た
歴
史
家
』

（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
五
二
頁
。

（
４
）
中
華
民
国
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
元
史
』『
清
史
稿
』
を
加
え
て

「
二
十
五
史
」「
二
十
六
史
」
と
い
っ
た
言
い
方
も
あ
る
。

（
５
）
以
下
、「
史
部
」「
正
史
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
成
立
と
そ
の

変
遷
に
つ
い
て
は
、
内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』
１
・
２
（
原
著

一
九
四
九
年
、
復
刊
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
九
二
年
）、
西
嶋
定

生
「
中
国
に
お
け
る
歴
史
意
識
」（『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
第
三
〇
巻
、

一
九
七
一
年
、所
収
）、逯
耀
東
『
魏
晋
史
学
的
思
想
与
社
会
基
礎
』（
中

華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
等
を
参
照
し
た
。

（
６
）「
経
」
は
儒
教
の
経
典
及
び
そ
の
注
釈
書
、「
子
」
は
天
文
・
医
学

な
ど
自
然
科
学
を
も
含
む
諸
子
百
家
の
書
、「
集
」
は
詩
な
ど
文
学
を

い
う
。「
史
」
の
範
囲
は
今
日
で
い
う
「
歴
史
」
の
範
囲
よ
り
も
広
く
、

地
理
・
法
律
な
ど
の
同
時
代
の
記
録
を
も
含
む
が
、
こ
れ
は
「
史
」

の
原
義
が
記
録
官
で
あ
り
、
記
録
官
の
管
掌
す
る
範
囲
を
「
史
」
と

い
う
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。

（
７
）
た
だ
し
、
目
録
学
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
「
正
史
」
と
一
般

名
詞
と
し
て
の
「
正
史
」
と
は
別
で
あ
り
、『
四
庫
全
書
』
の
編
纂
者

に
よ
る
解
題
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
は
、「
編
年
も
紀
伝
も
等
し

く
正
史
で
あ
る
」
と
い
っ
た
言
い
方
も
見
ら
れ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、

「
編
年
が
正
史
に
入
っ
て
い
な
い
の
は
、紀
伝
体
史
書
が
『
史
記
』『
漢

書
』
以
来
連
続
し
て
書
き
継
が
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
編
年
史
書
は

時
代
的
に
連
続
し
て
い
な
い
の
で
「
正
史
」
に
入
れ
な
か
っ
た
だ
け

で
、
他
意
は
な
い
」
と
い
う
（
巻
四
十
三
、
史
部
三
、
編
年
類
）。

（
８
）
武
田
泰
淳
が
『
史
記
』
に
つ
い
て
述
べ
た
「
人
間
天
文
学
」
と
い

う
語
が
想
起
さ
れ
る
。
武
田
泰
淳
『
司
馬
遷
―
―
史
記
の
世
界
』（
原

著
一
九
四
三
年
、
復
刊
、
講
談
社
文
庫
、
一
九
七
二
年
）。

（
９
）
中
国
で
は
一
般
に
実
録
は
編
年
と
し
て
分
類
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ

で
重
野
が
編
年
と
区
別
し
て
実
録
体
と
言
っ
て
い
る
の
が
何
を
指
す

の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
宮
廷
内
の
天
皇
と
近
臣
の
こ
と
し
か
書

い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
10
）
田
中
彰
・
宮
地
正
人
編
『
日
本
近
代
思
想
大
系
　
歴
史
認
識
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
一
年
）、
二
一
四-

二
一
五
頁
。

（
11
）「
世
家
」
は
、『
史
記
』
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
で
、
諸
侯
の

家
の
歴
史
を
い
う
。
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近
代
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
叙
述
に
お
け
る
「
正
史
」（
岸
本
）

（
12
）『
飲
冰
室
文
集
』
之
二
（
上
海
中
華
書
局
、
一
九
三
六
年
）
所
収
。

（
13
）『
飲
冰
室
専
集
』
之
七
十
三
（
上
海
中
華
書
局
、
一
九
三
六
年
）。

同
様
の
趣
旨
は
内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』（
前
掲
注
５
、
平
凡
社
東

洋
文
庫
版
１
、二
一
〇-

二
一
二
頁
）
で
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
か
な

り
一
般
的
な
意
見
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
14
）
前
掲
注
10
『
日
本
近
代
思
想
大
系
　
歴
史
認
識
』、
二
三
九
頁
。

（
15
）
同
右
、
二
二
八-
二
三
〇
頁
。

（
16
）吉
澤「
中
国
に
お
け
る
新
史
学
の
形
成
―
―
梁
啓
超『
新
史
学
』再
読
」

『
歴
史
学
研
究
』
八
六
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
八
頁
。

（
17
）「
国
家
清
史
纂
修
工
程
」
の
概
要
や
編
集
方
針
に
つ
い
て
は
、
国
家

清
史
纂
修
工
程
出
版
中
心
他
編
『
清
史
纂
修
研
究
与
評
論
』（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
詳
し
い
。

（
18
）『
人
民
日
報
海
外
版
』
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
。http://

paper.people.com
.cn/rm

rbhw
b/htm

l/2016-01/01/
content_1644411.htm

　

二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日
閲
覧
。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
基
幹
研
究
院
教
授
）


